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研究成果の概要（和文）：平均年齢76.0歳の男性23人と78.3歳の女性17名を対象とし、血清1,25ビタミンDと尿
中の25ビタミンDを測定した。認知機能は、MMSEとMoCA-Jを用い、身体機能は、4ｍ歩行速度とTUGを用いて測定
した。その結果、尿中の25ビタミンD/クレアチニン比と認知機能との間に正の相関が認められた。また、血清、
1,25ビタミンDと認知機能との間に正の相関、身体機能との間に負の相関を示した。6ヶ月間のビタミンＤ補充
は、4ｍ歩行速度を有意に減少させた。以上のことから、血清1,25ビタミンD、尿中25ビタミンＤは、認知機能お
よび身体機能を推定するための有用なマーカーとなりえることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We enrolled 23 Japanese men (age: 76.0 ) and 17 women (age: 78.3) in this 
study.  Blood was collected and the serum 1, 25-hydroxy vitamin D (1, 25OHD) concentration was 
measured.  Urinary 25-hydroxy vitamin D (25OHD) was measured.  The cognitive (MMSE or MoCA-J) and 
physical function were measured objectively using the Timed UP and Go (TUG) and 4-m walking test 
(4MWS).  In the present study, a significant positive correlation was found between urinary 
25OHD/creatinine and MMSE or MoCA-J.   Our results showed that urinary 25OHD might be a useful 
biomarker for predicting cognitive disorder.  There was a significant positive correlation was found
 between serum 1, 25-hydroxy vitamin D and MMSE or MoCA-J and negative correlation between serum 1, 
25OHD and TUG or 4MWS.  A 6 month intake of a vitamin D3 significantly decreased 4MWS.  These 
findings suggest that serum 1, 25OHD and 25OHD levels might serve as a useful index to improve 
cognitive and physical functional impairment.

研究分野：高齢看護学
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１．研究開始当初の背景 
平成 24年度 介護予防事業及び介護予防・
日常生活支援総合事業（地域支援事業）の実
施状況に関する調査結果によると、要介護予
備軍である二次予防事業対象者のうち、認知
機能が低下している者は 47.5%であったと報
告されている。 
認知機能とビタミン D に関する日本人を
対象者とした最近の報告として、血清 25 ビ
タミン D欠乏の男性高齢者は、認知機能の低
下が示唆されている（奥野ら, 2013）。しかし、
世界的に見ても、ビタミン Dと認知機能に関
する報告は数少ない。 
 一方、研究代表者らは、ビタミン D摂取量
と運動療法による関連性を明らかにするた
めに、平成 18－21年度科学研究費補助金 基
盤研究(C)を行った。その結果、サプリメント
によるビタミン Dの継続的な補給は、高齢女
性の骨密度を高め、関節および筋肉の自覚的
疼痛感を緩和し、身体活動量が増加すること
を明らかにしている（Hasegawa et al., 
2012）。 
 
２．研究の目的 
認知機能の低下やサルコペニアの発症と関
連する「紫外線量」「生活機能」「ビタミン D
摂取量」の視点から、地域特有のリスクを検
討する。さらに、高齢者の自立した生活を維
持するために必要な、認知機能の低下とサル
コペニアの発症を予防する非侵襲的評価指
標を確立することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 対象者は、65才以上のデイケアセンターに
通所している 40 人とした。男性の平均年齢
は、76.0±8.7、女性は、78.3±9.3才であっ
た。 
認知機能は、MMSE および MoCA-J を測定し
た。MMSE は時間の見当識、場所の見当識、3
単語の即時再生と遅延再生、計算、物品呼称、
文章復唱、3 段階の口頭命令、書字命令、文
章書字、図形模写の計 11 項目から構成され
る 30 点満点の認知機能検査である。MoCA-J
（Japanese version of MoCA）は視空間・遂
行機能、命名、記憶、注意力、復唱、語想起、
抽象概念、遅延再生、見当識からなり、MCI
をスクリーニングする検査である. 
身体機能は、4ｍ歩行速度、TUG (Timed Up & 
Go test)を測定した。4ｍ歩行速度は、通常
の歩行速度で4m 歩行時間の測定を2回行い，
速いタイムを採択した。ＴＵＧは、椅子から
立ち上がり、3ｍ先の目印を回って、再び椅
子に座るまでの時間を測定した。 
バイオマーカーとして、血清 1,25 ビタミン
D濃度、尿中 25 ビタミン D濃度を測定した。 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
(1)尿中 25ビタミン D濃度と認知機能の関係 
 
尿中 25 ビタミン D/尿中クレアチニン比と認
知機能に相関が認められた。 
 

 

 
以上の事実から、尿中 25 ビタミン D は、
非侵襲的に認知機能を推定する重要なバイ
オマーカーであることが明らかとなった。 
 
（2）血清 1,25 ビタミン Dと認知機能の関係 
 
血清 1, 25 ビタミン D濃度と認知機能との間
に相関が認められた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の事実から、尿中1, 25ビタミンDは、
非侵襲的に認知機能を推定する重要なバイ
オマーカーであることが明らかとなった。 
 
（3）血清 1,25 ビタミン Dと身体機能の関係 
 
血清 1,25 ビタミン D と身体機能との間に負
の相関を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の事実から、血清 1, 25 ビタミン Dは、
非侵襲的に身体機能を推定する重要なバイ
オマーカーであることが明らかとなった。 
 
 
 

 
(4) ビタミン D3 サプリメント摂取と身体機
能の関係 
 
1 日当たり 500IU（12.5μg）のビタミン D3
サプリメントを 6ヶ月間摂取すると、有意に
4ｍ歩行速度を減少させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上のことから、血清 1, 25 ビタミン D濃
度と尿中 25 ビタミン D 濃度は、高齢者の認
知機能および身体機能を推定するための有
用なマーカーとなり得ることが明らかとな
った。 
特に尿中 25 ビタミン D 濃度は、非侵襲的
評価指標として、高齢者の認知機能および身
体機能を推定できることが明らかとなった。 
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